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Ⅰ はじめに

重複学級は本学の大学改革委員会の提案を受け平成 16年 4月に設置された｡本校が知的障害

養護学校 としての永年の実績があることや､自閉症児-の教育に対する社会的な要請を勘案 し

て､自閉症を中心とする重複学級を試行することになった｡設置された当時､東京都では既に

｢自閉症学級｣を設置 している先駆的な小金井養護学校や中野養護学校があり､平成 16年度

には国立久里浜養護学校が自閉症に特化 した筑波大学附属久里浜養護学校 として改組 され､ま

た､大規模校である都立の養護学校でも､1学年に少なくとも 1学級の自閉症学級が設置され

る計画が進んでいた｡

そのため本校では､｢自閉症学校｣や ｢大規模校での自閉症学級｣とは異なった､新 しいモデ

ル ｢特別支援教室の機能を持たせた自閉症を中心とする重複学級｣ として､教育実践に取 り組

んできた｡ 平成 16年の重複学級の設置から､平成 25年度で 10年を迎えた｡そこで､本報告で

は､重複学級 と本校の 10年の取 り組みを検証 し､｢特別支援教室の機能を持たせた自閉症を中

心とする重複学級｣の今後の課題について考察することを目的とする｡

Ⅱ 重複学級の教育

1.重複学級の学級編成と基本方針

重複学級は小学部に設置された｡小学部は児童の定員が 18名で､低学年学級 (1年生から3

年生)､重複学級､高学年 (4年生から6年生)の三学級で編成 した｡重複学級対象の児童につ

いては､知的障害と自閉症を有する児童を中心とし学年は問わないこととした｡

重複学級の基本方針 としては､以下の4つの方針が掲げられた｡【表 1】

+ 一人ひとりの教育課程を編成 して指導する○

② 教育課程 .教育活動について重複学級 (空組)と低学年学級 (星組)･高学年学級 (海

級)の交流を双方向にする○

② 音楽以外は､指導法 として行動分析を応用する○

③ 教室の物理的配置や教材を視覚的に構造化する○

【表 1】重複学級の基本方針

2.特別支援教室の特徴を持った重複学級システムの構築

重複学級には特別支援教室の機能を持たせること隼した｡その際特別支援教室のシステムを

【表 2】に示す内容で検討 ･実践 した｡
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1)週時表の工夫と改善

･児童一人一人に応じた週時表の設定

･重複学級と他の学級との交流の授業

2)小学部教員合体によるケース会議の実施

･小学部教員 相談部教員 大学教員を含めたケース会議の実施

3)行動分析や環境の構造化を取り入れた授業の実施

･｢分かりやすい環境｣｢分かりやすい課題｣の準備

･それらによる ｢課題の明確化｣と保護者との ｢課題の共有化｣

【表 2】特別支援教室の機能を持たせた重複学級のシステム

Ⅲ 重複学級と本校の取り組み

2004年から2013年の 10年間に重複学級に在籍した児童は 12名であった｡そのうち2名は

高等部を卒業し地域の福祉機関に就職し､1名が他校に転校､9名が本校の中学部と高等部に在

籍している｡ それぞれに福祉機関や学校で作業や学習に日々取り組んでいる｡

1.学級編成

【表 3】は重複学級設置以降の小学部の学級編成である｡ 重複学級では一人ひとりの教育課

程による個別指導が展開できるように､児童一人に対する教員の割合が他学級に比べて高くな

るようにしてきた｡

※数字は児童数 ( )内の数字は重複学級担当教員数

学級 年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

低学年学級 7 6 6 6 5 6 6 7 7 7

重複学級 3 4 3 4. 5 5 5 4 3 4
(2) (3) (3) (3) (2) (3) (3) (2) (2) (2)

高学年学級 7 6 6 7 6 5 5 5 8 7

【表 3】10年間の小学部の学級編成

2.実際の取り組み

重複学級と本校の10年間の取り組みを 【表 4】に示す｡重複学校については基本方針に沿っ

た取り組みを示した｡本校の取り組みについては自閉症児を含めた授業実践研究を小学部と全

校に分けて示した｡

1)重複学級を中心とした取り組み

(1)重複学級のシステムの導入

2004年と2005年には児童数 3-4名に対して3名の教員が配属した｡一人ひとりの教育課程

(週時定表)をつくり 【表 5】､児童 1名に対して教員 1名が指導した｡教室内は児童が自主的

に活動に取り組めるように構造化され 【図 1】､各スペースには児童のコミュニケーションモー

ドに合わせた文字 ･絵 ･写真などを掲示して視覚支援を行った 【図 2】｡
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重複学級 研究テーマ

児童 一人ひとりの教育課勘 交流による授業 F 行動分析の応用 l 構瀞 ヒ.視覚支援 小学部 l 全校

2004平成16年 3名男(∋④⑥

構造化と視覚支援 …自閉症を中心とした重複学級のシステムづくり(全校)

･個別に他JB級の授業 ･教室環境 ; ･,鞍部に重複 を改置既駁､授業実践を開始

ら ｣ jl/ チリ

授業美 参加 ･ワークシステム･文字 .絵 .シンボル等での提示

･他学級児の個別指導 ～

㌔(

2005平成17年 4名男①①⑤女⑤ ･マラソンの目標と周回数･ロッカー荷物と収納場所 ≡ (蒜 る児童.生徒への授業実践(全校)

ノ 一一一 ′一一号-ナ

･.児童･謝溝 悪生徒の授業芙践研究鮒 .中学部 .高等部)
Jもd>Z芦㍗-～

2006平成18年 5名男②(萱Xを女(∋⑤ ･個別の日課表･数量の提示･教室内の活動場所 ★■ 蕊,蓄自閉症のある授業実践義挙窯 謄継ぎシートの活用)襲担当聞 .進学時の学部間… 進級時の学級間1/?

学級の週時程表-個別指導と 指導 ■指導- -韓㌍医 悪く-アヤS*･担犠
J当J: ノ△､-ポ
･他学級との口同授業 ～ゝ-≡

メ l★- ･′,- 一一一､√一一号..I

2007平成19年 4名男(丑③i)女② ･学部全体授業に参加 する行動の支援 ーナ.減 禁 蒙る満開症のある授業実践調症兜闘士の交互唱の指導驚かが漁りを促進する授業

(合同集会 .みんなであ･低学年学級との授業 -隻 ･活動量の提示る対人スキル指導 宗嚢也㌫室邑

(おはなしであそばう) ン化活動の要求す指導立に向けて -シ十諦 症紗ストーリーの活用揖藍の会話向けた指導

･高学年学級との授業

(:つたえよう他) 自閉症塩酸の演劇活動の支援

2008平成20年 5名男①②g)女③ ru} 耶 姐..............................................璽

の授業システム ･雑巾がけの目標と達成回数･係り活動の手順であそばう)えよう) 千どもたちのコミくり(小学書け) ユニケ-シヨンの充実をめざした授業

づ

､'J J竺与< ･双方向の七十流に去る授業実践研究蓮如 〟添わヒナ 泣'
･低学年学級と重複等顎 F] +上く

･重複学級と局学年学亮 認 許JILL｣ 又学祭学級の交流による授業

2009平成21年 5名男(∋②③⑤女④ 他学級の集団生活での指導 に移行 ･掌蔀糞楯府 議 こしニしたさせる凍｣シヨンの授業実践研究箸楽を媒介として児童相互の授業(みんなであくしゆ)

中学部の集団生活への移行支援 )/N'1,～N 崩 養ゝ毛を

★1年次より重複学級に した年児童が>高､ ち

2010平成22年 5名男①②③④⑤ ､､J ′=⊥-､､ 遥誠 為義等温-ケ-シヨン支援の壬､受業

. rS

千/ X 百 苛･他学級との校外宿泊学白早 千日嚢践維琵-纏 棄恵垂摸学⑤高学年亘JFヽヽ ｢一く｢音楽請 :国弄｣､自閉症児のサイン指導'師話であそばう)｣

2011平成23年 4名男②③④⑤ ⊥′竺与 I生らJ ナ

･局学年学級に参加①5年生 .終日の生活 子どもたちの言語活動の充実をめざした授業づくり(小学部)

.′ヽ②4年生 :｢国語 .算数l 一山ンむ高鼓三五鮮打こ応じた授業実践研究賛辞児童集団の ｢国語 .算数｣三三か-シヨン手段 (絵カード

l交換一一＼ ン..静 に対応した個別指導

2012 3名田(ら - ★1年次より重複学級に 小一JL~ノ生ら点き -̂■ 一読み書き 実行授業案轍能の視点を加味したコミユニ践研究

ケ-ツ濃㌫ヨ/支台活動

平成24年 ソフexg) ･高学年学級に参加(3 毒黒宕野セスメントツールの開発

･高学年学級児童個別指算数) 昏自離 衷空軍紋給援 藁害沿執る児童が在籍する低学年琶式ぎ当さんすう)

2013平成25年 4名l男①②④⑤ ･高学年学級集団に参加 ≡＼l童期の人F;F31 ､育む関係を中準 と̀提琴套(つたえ全員参加型授業(小学部)心として-義挙年学級児童による､子ど-シヨンやかかわりを育む授よう)

※児童欄にある○数字は児童の学年を表している｡

【表4】重複学級と本校の10年間の取り組み
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星組 Al児 C児 迅兜 海租

%:599:00-叩苫83&4058 生活 月表衰菱激十十十王∴ネ令十∴一､一十 生活 名:589蘭1010還串朝5010ニ00相違0304058

生活 生活 生活
覇の幾

和一ゝ演~覇A詔等 租ユニ
･合わ 体育 血ロあi 体育 ロあi 海亀の日課に参加 …凝餐めi

十r:育膏 体演円

カず同蛋. 間 同

10:0010203¢堰58-ー:00玉串め守 @Aし.ヽ.I一率二七ばか.ず 餐Jゝし■■蒜経.際､幾し,_ゆ拷 し*
み 乗鞍偲即 g追ことば:かず 壬守一り 育てSA工普塞空,義#か汁

おんかく.ラ.ごこう.つく.ろう. ←星組の日課に参加 休青潮山勘 ロ

ンケ 癖曝 書 ?′儲埋 l川010
余暇健酎 ★生活 ; 檀飼l圏芝¢･えがこう.. 払 2t七か 議串

音楽韓抜目:15-45
･∴∵

【表 5】一人ひとりの教育課程 (週時表2004)

窓 側

【図 1】教室環境の構造化 (2006)

【図2】文字 ･絵 ･写真な､どによる視覚支援
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(2)双方向の交流による授業のシステム

重複学級の児童に社会性の向上が見られるようになったことから､2006年には一人ひとり教

育課程 (週時程表)から学級としての週時程表による授業を行 うようになり､授業によって個

別指導や集団指導の指導形態が取られるようになった 【表 6】｡さらに､他の学級の授業に重複

学級の児童が参加 していく試みも行われた｡

2007年には､重複学級の高学年児童と高学年学級の交流による授業 ｢ったえよう｣､重複学

級の低学年児童と低学年学級 3年生の交流による授業 ｢お話であそばう｣を開始した｡2008

年には､低学年学級､重複学級､高学年学級が交流する双方向交流の授業システム 【図 3】が

小学部全体の教育に位置づけられた 【表 6】｡その他､｢みんなであくしゆ｣といった重複学級

も合わせた小学部の児童全員を対象としたコミュニケーション支援の授業も行 うようになった｡

0

0

0

0

4

0

0

0

1

1

1

1

※①は重複学級児童が低 ･高学年学級の授業に参加すそ｡14:00
14:30

②は低 ･高学年学級児童が重複学級の授業に参加する｡

【図3】双方向交流の授業システム

月 火 水 木 金

生 活

朝 の会

マ ラ ソン / ② 個 別 抽 出 指 導

そ だ て よう(集 団指 導 ) ①で か けよう 国 語 ー算 数 図 工(集 団 車旨導 ) 国 語 .算 数
(交 流 才受業 ) (個 別 指 導 ) (個 別 指 導 )

休 み 日寺間

調 理 ① み ん な で あ 音 楽 体 育
(集 団 手旨導 ) で カヽ け よう くしゆ (集 団 指 導 ) (学 部 低 向 学

(交 流 授 業 ) (学部 全体) 年 別 車旨導 )

そ うじ
(集 団手旨導 )

生活生活

学 級
(集 団手旨導 )

生活

生活① つたえ
よう

② お 話 で

あ そ ば う
(交 3充授 業 )

生子吉

※①②は双方向交流による授業である｡( )は指導形態である｡

【表 6】重複学級の週時表 (2012)

(3)集団生活-の移行支援

重複学級の児童たちは学級間の交流による授業や学部全体の授業にも主体的に参加できる様

子が見られるようになった｡そのために､重複学級で身辺生活やコミュニケーション等の個人

スキルを獲得した児童を高学年学級に移行し､その後高学年学級の集団生活から中学部の集団

生活に移行していくという支援を2009年から開始した｡2011年には重複学級から高学年学級

-の移行支援と､高学年学級から中学部-の移行支援を小学部の教育に位置づけた｡

2)学部や全校による取り組み

重複学級が設置された翌年 2005年から大学教員を含めたワーキンググループをつくり､｢自

閉症のある児童 ･生徒-の授業実践｣を研究テーマとして取り組んだ｡各部の授業実践にとど

まらず､学級や学部間の引き継ぎや､児童同士の歌唱や関わりの促進､会話､演劇指導などの

実践が行われた｡

小学部では 2008年から､自閉症児を含めた児童全員を対象としたコミュニケーションの充

実をめざした授業実践研究に取り組んだ｡ そこでは､前述した重複学級と低 ･高学年学級の双

方向交流による授業､音楽を媒介とした全児童による ｢みんなであくしゆ｣や教科について､

コミュニケーションを視点とした授業づくりが行われた｡2011年からは､言語活動 (言語発達
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やコミュニケーションモー ド､読み書き､実行機能)のアセスメントツールを開発して､自閉

症児を含めた全児童を対象とした授業実践研究に取り組んだ｡そこでは､児童のコミュニケー

ションモー ドに応じた､絵カー ド交換方式やサイン､音声言語の個別指導や児童集団の言語発

達や読み書きの発達に応じた ｢国語 ･算数｣の授業づくりが行われた｡2013年には､自閉症児

を含めた高学年の児童集団を対象とし､相手のコミュニケーション手段 (音声言語､文字言語､

サイン､絵カー ドの交換)を用いて児童同士がやりとりをして関わりを促す､ICTを活用した

授業づくりが行われた｡

Ⅳ まとめと今後の課題

1.重複学級を中心とした取り組み

重複学級での自閉症児-の教育は､一人ひとりに教育課程 (週時程表)を計画してからの指

導実践からはじまった｡児童は環境の構造化や視覚支援が個々に応じて用意されることにより､

自ら生活や学習に取り組むようになった｡その後､児童同士の関わりや集団の中で学習してい

く環境が必要になってきたことから､一人ひとりの週時表ではなく､学級の週時程表を使い､

個別指導と集団指導の形態による指導が行われるようになった｡その後､集団指導による学習

は学級間､学部全体による交流による授業実践が行われようになり､重複学級設置当時の基本

方針による教育が2008年に実現された｡

交流による授業は小学部の教育システムとして定着し､重複学級の児童は教師や他学級の児

童とのや りとりやかかわりを持ちながら､授業や生活に自然に参加できるようになった｡その

後､自閉症児-の教育は集団 ･社会生活-の参加をめざした支援-と進み､高学年学級や中学

部の集団生活-移行するという教育の形がこの10年間でできあがった｡

今後の課題は学級編成と教育課程においてあげられる｡ 小学部の学級編成は三学級を基本と

している｡ そのために､低学年学級と重複学級から進級してくる児童を高学年学級で受け入れ

ることになり､高学年学級の児童数が増えることになり､児童期の学級集団としては規模が大

きくなる､高学年学級の在籍児童数は今後の課題である｡ また､教育課程については､中学部

以降の集団 ･社会生活で求められる力を分析 し､小学部の指導内容として児童の成長に即して

段階的に教育課程-位置づけることが課題である｡

2.学部や全校による取り組み

重複学級設置後､自閉症がある子どもたちの授業実践が全校の研究テーマとして取りあげら

れ､各部からその成果が報告された｡2008年以降は自閉症といった文言を全面に出した授業実

践研究ではなく､それぞれの学部で障害特性や個々の発達に応じた授業実践研究が行われるよ

うになった｡今後は学部間の教育内容の連続性を勘案しながら､自閉症を含めた子どもたちの

発達と卒業後の生活に向けた一貫性のある教育課程を全校で構築していくことが課題である｡
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